
大雪に対する道路利用者への呼びかけ 令和5年2月9日 別紙１

警報級の大雪となる可能性のある期間
（■可能性がある、■可能性が高い）

【今後の気象の見通し】 【予想天気図及び予想される天気分布】

(今後の雪)
積雪や降雪の状況を確認できます。
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

関東甲信地方では、10日（金）朝から広い範囲で雪が降り、山地や山沿いを中心に、 10日昼過
ぎから11日（土）はじめにかけて大雪となる所があるでしょう。
関東地方の平地でも広く積雪となる見込みです。
沿岸部を中心に10日午後には次第に雪から雨に変わりますが、山地や山沿いでは11日はじめに
かけて雪が続くでしょう。
地上気温が予想より低くなった場合や降雪が予想より長引いた場合には、広い範囲で警報級の
大雪となる可能性があります。
大雪や路面凍結による交通障害に注意・警戒してください。最新の気象情報に留意してください。

2月9日05時発表

2月9日05時現在の気象の見通し

2月10日21時予想

上空約1500mの気温0度

2月10日21時予想 2月10日09時予想

天気分布（2月10日09時予想、21時予想）予想地上天気図

【雪の予想】
■２４時間降雪量 （１０日６時～１１日６時まで） 多い所
甲信地方、関東地方北部の山地 20～40センチ 関東地方南部の平地 5～10センチ
関東地方北部の平地 10～20センチ
箱根から多摩地方、秩父地方 10～20センチ ３／７


